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幼小中一貫校の名称を決定！  
来年４月からの全面実施に向け、学園ごとに一貫教育を加速化 
 

●幼児教育から中学校までの 12年間を通じて、自立した人間として主体的に考え行動する

「自立力」と、多様な人々と協働しながら新たな価値を創造する「社会力」を兼ね備え

た子どもを育てるため、平成 29年度から「幼小中一貫教育」を推進。 

●これまでに 12年間で共通して取り組む教育内容を系統的に整理した「幼小中一貫教育プ

ログラム」を策定し、一部を実践。 

●本市の一貫教育は、幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、中学校が中学校区ごとに

一つの学校を構成して行う施設分離型。 

●来年４月からの全面実施に向け、それぞれの学園名を掲げ、学園としての教育目標、目

指す子ども像のほか、重点的に取り組む教育活動などを示すグランドデザインやそれを

具現化するための実践内容、運営組織、活動計画などを盛り込んだ経営計画の作成し、

取り組みを加速化させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

袋井南小

高南小

笠原小
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浅羽東小

三川小

山名小

袋井西小
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袋井北小今井小

袋井中

周南中

袋井南中

浅羽中

周南たちばな学園 

袋井あやぐも学園 

南の丘学園 

浅羽学園 

周南中学校区にある用福寺には、日本三筆の一
人とされる橘逸勢の最期の句と供養塔がありま
す。周南中の合唱祭の名前を｢たちばな祭｣とす
るなど親しまれています。 

「あやぐも」は、「彩雲（さいうん）」とも呼ば
れ、この雲を見るとめでたいことが起きるとい
われています。この言葉は、袋井中学校の校歌
に使われ、合唱コンクールの名称としても親し
まれています。子どもたちの未来が輝かしいも
のになってほしいという思いを込めました。 

この校区の由来をたどると、校区の多くが平安
時代に築かれた荘園であり「浅羽荘」と呼ばれ
ていました。古くから親しまれてきたこの名前
を掲げ、地域が一体となって子どもたちを育て
ていきます。 

袋井南中学校は小高い丘に立ってい
ます。この丘を登り切る（卒業する）
までに、「夢を抱き、たくましく次の
一歩を踏み出せる力」を備えていき
ます。 



【お問い合わせ】 シティプロモーション室 TEL:0538-44-3104 E-mail:kikaku@city.fukuroi.shizuoka.jp 

 

一貫校の名称と構成校・園・所 

 
 
 
 

--- 幼小中一貫教育プログラム --- 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

幼児教育 小学校 中学校
年少 年中 年長 ４年 ５年 ６年１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

教科外カリキュラム （キャリア教育、生活指導、学習指導など）

教科カリキュラム （国語、算数・数学、理科、社会、体育など）

小中一貫教育プログラム

就学前教育・幼小接続プログラム

就学前教育カリキュラム

幼小接続
カリキュラム

４つのカリキュラムで子どもたちの力を効果的に育成する
・「生活習慣」の定着
・「学びに向かう力」の育成
・「考える力（思考力・判断力・表現力等）」の育成
・「基礎学力」の定着
・「自己有用感・自己肯定感」の育成
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新しい時代を生き抜くために 
幼小中一貫教育で 「考える力」 を育てる！ 
「思考スキル＆ツールシート」 で考えることを習慣化 

 
●本市の幼小中一貫教育は、子どもたちの発達段階に応じて段階的に力を備えていけるよ
う、系統的に整理した４つのカリキュラム（就学前、幼小接続、教科、教科外）で教育・
指導を実施。 

●このうち、教科カリキュラムでは、基礎学力と考える力を育てることを重視。あらゆる
教科で、授業に「思考ツール」を取り入れ、小・中学校の９年間を通じ、幅広く、より
深く思考し、他人に伝わるように表現することを一貫して指導。「思考ツール」を教科カ
リキュラムに位置付け、全市的に取り組むのは全国でも極めて珍しい。 

●思考ツールは、自分の考えを整理し、表現することを手助けする道具。比較や分類、関
連付けなどの視点から頭に浮かんだアイデアを短い言葉で書きとめ視覚化でき、表現す
ることが苦手でも自分の意見が伝えられる。 

●考えることの習慣化、高度化を目指して、「思考スキル＆ツールシート」を作成し、市内
全小中学校の児童生徒に配布。 

 

「学力」の定義が変わる  
これからの時代に必要となる力  

～課題を発見し、みんなで協働して解決していける～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 思考ツールを使って考える   
例題）夏といえば・・・ 夏に関わりのある事柄について、相互の関係性を整理しながら

考えを広げてみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

テストで測れない力（非認知能力） 
学びに向かう力・人間性等 
知りたい・人の役に立ちたい意欲 

自分の頭の中で考えたこと 
「ひらめき」を書きだし、視覚化する 

考えたことを発表し 

考えを深め合う 

Step１ ひとりで考える Step２ みんなで考える 

  

考える力 
 

思考力・判断力・表現力 

知っていることを使って 
工夫する力 

基礎学力 
 

知識・技能 
 

知っていること 

 

 子どもたちの多くは、将来、今は存在

しない職業に就くと言われており、急激

な社会の変化に合わせ、学びも変える

ことが必要。 

 


















